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	　皆さん、こんにちは。
　本日は、大変お忙しい中、６月期の定例教育委員会会議にご出席いただきまして、ありがとうございます。
　本日は、本会議の前に、第１回目の教科書採択協議会会議が開かれました。

　家の方に教科書が段ボール４箱、数にして200冊以上ありまして、勉強させていただいております。

　各社、読み比べますと、とても内容がよく検討されて、充実した内容になっておりまして、１年生から６年生まで徐々に徐々に、人間として豊かに生きるための知識や教養が身につけるようにできていて、教科書のりっぱなことに感心しております。
　改めて学校教育の大切さ、有難さを実感しているところです。

　また、教科書の選定の難しさ、責任を感じておりまして、委員の皆さんと慎重に審議・検討して、日田市の子どもたちが使い易い本を選んでいきたいと思っております。

　皆さんも、教科書が個々の展示されておりますので、是非、手にとって見てください。とても内容がよいことがわかると思います。

　以上です。

　それでは、只今より、本日の会議を始めます。

　前回の議事録の確認をお願いします。

　訂正はございませんか。

　なければ、会議後、署名をお願いします。

　次に教育長の報告事項をお願いします。

　２点ご報告いたします。

　６月６日に市内で差別落書きがありました。

　それが発見できたのが次の日、また次の日とあって、全部で４件、多分同一人物であろうと思われる筆跡で出てまいりました。
　内容については申し上げませんが、今までにこういう差別落書き等が発見された事例は、過去に５件ございます。
　平成13年に１件、14年に１件、16年に２件、21年に１件というふうに、非常に卑怯といいますか、陰湿な差別が完全になくなってはいないということを物語っているということです。

　今回、市の方も本格的に取り組まなければ根絶できないであろうということで、幾つかの協議会、それから市のレベルのいろんな団体の協議会等に働きかけをして、７月12日夜７時からパトリアで、市民多くの方々のご賛同を得て、差別は許さないという集会を計画しているところです。
　差別、特に部落差別は陰湿でありますし、働きかけても、働きかけても消えないものでありますけれども、黙っていたらいつまでも残りますし、いつまでもこういうことが起きて、みんな嫌やな思いもするし、部落の方は特にたいへんな思いをするわけでございますので、是非、この働きかけといいますか、運動がうまくいくといいなというふうに思っております。
　それから、そのちょうど１ヶ月前に起きました、給食にボルト・ナット・座金の金具が落ちた事故がございました。

　ちょうどその日は５月の連休明けで、大人数の学校の給食はありませんで、大明中・東有田中と給食センター職員分の副食の中に、修繕したボルト・ナット・座金が混入したということです。

　そのことが原因で新聞社がその他にあるのではないかということで、全部調査をいたしました結果が集約できましたので、今夜、給食運営協議会、日田市の共同調理場で作って、食べている学校の全部の代表者の方々に、異物混入についての経過や内容をお話し、お詫びをしたいと思っています。
　また、今回の件は金具でしたが、今までの異物混入の状況をみますと、虫や毛髪などがたいへん多かったと思います。
　当然、件数は少ないですが金属も出てきました。いわゆるワイヤーブラシの破片とか、糸、繊維状のもので、異物になるのかわかりませんが、ゴボウやニンジンのひげとか全部あげまして、数を確認してご報告申し上げたいと思います。

　これは特にどんな時に混入するかということがわかりませんが、食品が納められたときに、その中に入っているケースで、目視で捜さなければいけませんが、そのときに取り出す、もしくは、調理の途中で気がついて取り出すという型でやっています。

　今まで、学校で見つかった分と給食センターで目視で捜した分は、ほとんど変らないくらいの量を発見していますが、最終的な配膳のときに子どもたちの髪の毛が入るとか、手に着けているビーズが入るということが起きていますので、これからも調理場で食品を搬入したときや調理の時に、目視の精度を上げるという型を取っていくとか、今回の場合、金具が落ちたということは、耐用年数にそろそろ差し掛かっていて、それを修理した結果、それが緩んでいたということで、安全管理の面それから耐用年数の間際になったら更新するとなどの方策をとっていくことで、異物混入をできるだけ避けていくということを申し上げようと思っています。
　あまりいいお話ばかりではございませんが、以上２点ご報告いたします。
　はい、ありがとうございました。
　只今の教育長の報告事項につきまして、ご意見・ご質問ございませんか。
　ありませんか。
（はい、という声あり）

　それでは、議事に入ります。
　説明をお願いします。

　
　議案第52号日田市社会教育委員の委嘱について、生涯学習課お願いします。

　生涯学習課でございます。

　議案集の１ページをご覧ください。

　議案第52号日田市社会教育委員の委嘱について、ご説明を申し上げます。

　本議案は、任期中の委員で選任団体の役職に異動が生じましたので、日田市社会教育委員条例第３条第２項の規定に基づき、各団体から推薦をいただいた委員を残任期間の新委員に委嘱するものでございます。
　なお、残任任期は平成23年３月31日までございます。
　また、今回委嘱する４名以外の９名の委員さんにつきましては、昨年の６月の定例教育委員会会議で委嘱をしております。

　委嘱する委員さんのお名前と略歴をご紹介いたします。

　石田圭介様は中学校校長会の代表でございます。

　高倉謙二様は連合育友会の会長で連合育友会から選任をいただいております。
　安達竜彦様も連合育友会代表ということで選任をいただいております。
　岩里諫夫様は自治会連合会代表ということで、以上４名の方が来年の３月31日までの任期で委嘱することになっております。
　以上でございます。
　はい、ありがとうございます。

　只今の議案第52号日田市社会教育委員の委嘱について、ご意見・ご質問はございませんか。
　ありませんか。
　社会教育委員さんの任期については基本的には２年間ですか。

　平成21年４月１日から平成23年３月31日までの２年間です。
　皆さんは会長さんが代わられたり、校長先生は前の方は？
　小学校中学校の代表の方につきましては、毎年４月に小中学校の校長会の中から、社会教育委員や運営審議会委員とか、それぞれの団体推薦をしていただいており、小学校の校長２名につきましては、昨年度委嘱した方が留任しています。

　今回、団体内で役職に異動があった４名の方が新任ということになります。
　基本的には校長先生も２年間ですか。
　はい、校長先生も２年間です
　他にございませんか。

　それでは、議案第52号日田市社会教育委員の委嘱については、原案のとおり議決いたします。

　議案第53号教育財産の取得（日田市豆田町伝統的建造物群保存地区防災施設等用地）について、文化財保護課お願いします。
　文化財保護課でございます。

　議案第53号、２ページ、３ページをお願いします。

　教育財産の取得でございます。

　取得の目的といたしましては、重要伝統的建造物群保存地区日田市豆田町伝統的建造物群保存地区の防災施設等の整備のための用地及び建物でございます。

　土地の所在地は日田市豆田町123番１、73番５で、下の３ページの図面の黒い太線で囲んである部分でございます。

　場所についてこれでは少し分かりにくいと思いますが、上側の通が御幸通でございまして、旧古賀医院の跡地でございます。

　土地の地目でございますが、宅地でございます。

　土地の面積は、1,095.43㎡です。

　建物の所在地は日田市豆田町123番１。

　建物の構造及び面積は、記載しております３棟でございます。

　取得予定価格は93,574,000円でございます。
　取得の相手方につきましては、日田市土地開発公社でございます。

　以上でございます。

　はい、ありがとうございました。
　只今の、議案第53号教育財産の取得（日田市豆田町伝統的建造物群保存地区防災施設等用地）について、ご意見・ご質問はございませんか。
　建物は残すのでしょうか。
　３ページの上の方に写真がついていると思いますが、この物件につきましては、伝統的建造物群の特定物件として指定をされておりますので、これらにつきましては、伝統的建造物群保存事業の中で修理等を行い、旧古賀医院につきましては、今現在、御幸通からいいますと奥の方に引っ込んでいますが、履歴を見ますと御幸通側の方に以前は建っておったということで、これは引き移転をして利用していくという内容でございます。
　この建物につきましては、残して利用していくという考えでございます。ただし部分的には、特定物件以外に新しく付加えた所がございますので、そういったものについては、取り壊し等を行いながら保存をしていきます。

　当然、この建物につきましては、面積が幾分変更がでてきますが、出来上がった時点で登記はやり直しをいたします。
　それから、付け加えますと、この建物につきましては、取得価格は０（ゼロ）でございます。土地のみの評価の中で、公社から買取を行うものでございます。

　以上です。
　はい、ありがとうございます。
　他にありませんか。
　今、言われたように、この価格は土地のみの価格ということでよろしいのですね。
　純然たる土地の価格だけではございませんで、その中には、土地開発公社に対します事務費、平成20年８月に取得をいただきましたが、それからの金利、これらを含めた金額が93,574,000円という金額でございます。
　純然たる土地の価格で申しますと、公社が取得した時点の価格が、8,800万円です。
　これはもちろん移築をする費用は含まれていないわけですね。引き家の価格とか。
　はい、含まれておりません。
　これはあくまでも、土地取得のみの価格でございます。
　他に質問はございませんか。
　それでは、議案第53号については、原案のとおり議決いたします。

　議案第54号使用料の免除について、同じく文化財保護課お願いします。
　先ほどの議案第53号と関連いたします。
　議案第54号使用料の免除について、次の団体を使用料免除団体とするということでございます。

　先ほど説明をいたしました、土地開発公社から土地建物を取得した関係で、現在、豆田町伝建保存会というのが公社の方から借り上げまして利用活用しています。
　これにつきまして、使用料の免除団体として承認をいただくものでございます。
　団体名といたしましては豆田町伝建保存会、使用施設名は旧古賀医院跡、事業目的は豆田町伝建保存会活動施設としてということでございます。
　免除理由といたしましては、この地区につきましては、防災施設の拠点施設として、防災センター及び地元住民組織の活動拠点施設を兼ねる目的で取得を行うものでございますことから、現在その計画は、地元等で作っておりますプロジェクトの方で検討しているところでございます。
　豆田町伝建保存会の活動内容につきましても、私どもが今現在実施しております伝建保存物の保存修理事業又は豆田町の街なみ環境整備事業と深く関係をいたしているところでございますので、免除団体として承認をいただきたいというようなことでございます。
　以上でございます。

　はい、只今の議案第54号使用料の免除について、ご意見ございませんか。
　使用料を免除するということは、全く問題はないと思いますが、免除するということは、逆に使用料の取決めができているということですか。
　使用料は決まっているのですか。
　公社から私どもが取得するまでは、行政財産ではございませんので、現実的には公社に月５万円の使用料を支払っていますが、今回取得することによりまして、行政財産となりますので、その中で免除を行いたいということでございます。
　普通財産等の使用料の条例がございまして、その中に規定はありますけれども、ただし先ほど申しました理由によりまして、免除団体とさせていただきたいということでございます。
　月５万円の使用料を支払うということは理解できるのですが、取得が終った後に、借りたい、使用したいという時の使用料の規定のことをお尋ねしているのですが。
　使用料規定がないのに、免除するというもの順番がおかしいと思ったものですから。
　行政財産の使用料条例というものがありますが、この中でいろいろと使用料が決まっていますが、その中で特に、市長又は教育委員会が認めた団体については免除できるという項目があるわけです。
　それに基づいて、この委員会でご承認をいただきたいという内容でございます。
　豆田町伝建保存会というのは、どのような活動を行っているのですか。
　豆田町伝建保存会の会則の中にどういった事業に取り組むのかというのがあり、この中に９点ほどあげられております。
　１点目が豆田地区伝統的建造物等の保存修理・修景等事業への協力、２点目に伝統的行事への協力、３点目に豆田町の歴史文化研究活動、歴的景観の形成に関する活動、４点目に豆田地区の住環境向上に関する研究活動、５番目に豆田地区の防火向上の推進活動、６番目に花月川の河川浄化・親水事業の推進、７番目に１番から６番までの普及啓発活動の推進、それから、会員の親睦と全国的な交流活動の推進等があげられておりまして、先ほど申しましたように、私どもが今取り組んでおります事業と完全に直結するような内容で活動いただいておりますので、使用料等については免除すべきであろうと考え、ご承認をお願いするものでございます。
　只今のご説明で承認いただけますでしょうか。
　それでは、議案第54号使用料の免除について、原案のとおり議決いたします。
　議案第55号日田市中央公民館運営審議会委員の委嘱について、中央公民館お願いします。

　中央公民館でございます。
　追加議案集の方をお開きください。
　議案第55号日田市中央公民館運営審議会委員の委嘱についてでございます。
　先の５月26日の議案第45号で２名の方の運営審議会委員の委嘱についての議案の提出をいたしましたが、その後、委員を務めております連合育友会の藤本友則氏の退任によりまして、新に連合育友会より推薦がまいりましたので、今回委員の異動が生じたため、日田市公民館の設置及び管理に関する条例第15条の規定に基づきまして、後任の委員を委嘱するものでございます。
　委員の氏名は高倉謙二氏でございます。社会教育法第30条に基づく区分といたしまして、社会教育関係者ということで、任期につきましては、前任者の残任期間となりますことから、平成22年５月29日から平成23年３月31日までとなっております。
　以上でございます。

　はい、ありがとうございます。
　只今の議案第55号日田市中央公民館運営審議会委員の委嘱について、ご意見ございませんか。

　よろしゅうございますか。

　はい、議案第55号日田市中央公民館運営審議会委員の委嘱について、原案のとおり議決いたします。
　続きまして、報告事項をお願いします。
　学校給食における異物混入について、体育保健課お願いします。
　体育保健課です。
　先般、新聞での報道や市議会でも質問されました、学校給食における異物混入についてご報告いたします。
　報告事項の１ページから３ページをお願いします。１ページに混入の集計を表記しています。

　平成19年度から平成21年度までの３年間に食材や給食に混入しておりました異物の発見状況でございますが、市内７つの調理場全体で申しますと平成19年度が17件、平成20年度が35件、平成21年度が31件で、計83件となっております。

　なお、83件のうち、調理場で食材の検査時や調理中に目視により発見されたものが35件で、その時に発見できずに学校に配送され、配膳時や食事中に発見された件数が48件となっております。
　２ページには、どの場所でどのような異物が混入していたかを分類しております。

　異物の発見には、調理場での発見に鋭意努めておりますが、混入時期を特定できるものは、難しいものがございまして、納入業者を含めまして、混入防止に向けた更なる取組みが必要と考えております。

　３ページです。今後の再発防止対策の取組みにつきまして、説明いたします。
　３ページでございますけれど、学校給食における異物混入の原因・反省点につきましてご説明いたします。
　１つ目が、５月６日の異物混入事案を含め、調理従事者の安全意識が高ければ防げた可能性がある異物混入事案もあり、職員を含め調理従事者の安全管理に対する意識の希薄さがあるのではないか思われること。

　２つ目が、日常点検を含め、機械設備の老朽化などへの対応が十分であったのかということ。

　３つ目が、平成20年度に作成した「学校給食における危機管理マニュアル」が徹底しておらず、連絡体制においても確立していなかったことなどが挙げられます。
　これらの反省点を踏まえまして、今後の防止対策としましては、
　１つ目が、調理員など学校給食従事者に対する安全管理意識の醸成を図っていくことが必要であります。
　従前から衛生管理に関する研修は実施してきておりますが、安全管理においては、研修等は実施しておりませんので、今後は、調理従事者に対して衛生管理研修とは別に、安全管理研修会を開催し、知識から意識への変革を求め、目視の精度を高めるとともに、危機察知能力の向上を図っていきたいと考えております。

　また、調理場ごとの学校給食運営協議会で異物混入等の発生件数の報告を行い、関係者の異物混入に対する意識を高めていきたいと考えております。

　さらに、調理中に髪の毛などの混入を防ぐためにも、基本的なことですが、調理場に入る前の日常の被服点検・健康状態の把握をより一層徹底してまいります。
　２つ目が、調理機器類の安全点検の実施を強化し、機器類の破損による混入の未然防止に努めていきたいと考えております。
　衛生管理の点検は83項目にわたり、日常チェックが行われておりますが、調理機器類の点検については、機器ごとの細部にわたる点検項目が指示されていないということで、今後は、調理機器の使用前、使用後の点検の徹底と点検項目を明確化するため、調理場ごとに機器類の点検簿を作成し、日常点検を徹底していきたいと考えており、現在、調理場ごとの調理機器類の把握を行っているところでございます。
　また、専門の厨房業者による調理機具の点検を定期的に行い、消耗度や耐用年数などの把握に努めて、適切な時期での更新を図っていかなければならないと思っております。
　なお、点検が徹底して行われているかなど、職員による審査も実施してまいります。さらに、衛生・管理面における各調理場の施設の点検を行い、整備を図っていかなければならないと考えております。
　３つ目が、学校給食における危機管理マニュアルが平成20年度に作成されていましたが、それが徹底されておらず、組織的な連絡体制や危機管理に対する意識というものが、確立されていなかったということで、組織としての情報の共有という面でも不備がございました。

　こうしたことから、現在、他市のマニュアルも参考にしながら、見直しを進めているところで、来週中には、策定できるよう取り組んでおります。

　まず、連絡体制の整備ということで、報告の徹底を図るとともに、異物混入報告書を統一したものにし、発生事例に応じた決裁権を設定し、市教委で情報の共有が図れる体制にすることと、児童生徒に健康被害を及ぼす恐れなどがあるなどの重大な事故の場合に迅速な対応ができる体制を明確化しなければならないと考えております。
　４つ目が、学校現場における衛生・安全管理の指導徹底でございます。

　学校現場においても、異物混入などを防ぐためには、配膳時における服装や健康状態のチェック、給食時の机などの整理整頓、衛生害虫の駆除、コンテナ室の清掃など、衛生管理の指導の徹底でございますが、このことにつきましては、既に、全学校長さんにお願いいたしたところでございます。
　今後は、学校並びに保護者の皆様により信頼される、安心・安全な給食の提供に努めてまいたいと考えております。
　以上でございます。

　はい、ありがとうございます。
　只今の学校給食における異物混入についての再発防止策についてお話していただきましたが、ご質問ございませんか。
　毎日、毎日大変なことと思いますが、今回この調理機器を新しいものに換えると思いますが、点検はどのくらいのペースで行われているのですか。業者の点検です。
　業者によるメンテナンスは、電子機器と言いますか複雑な機器の点検につきましては年２回、それ以外は１回となっています。
　振興局管内の調理場につきましては、機器に不具合が発生した時に業者に来てもらい、他の機器も併せて点検してもらうというようなことで、点検を行っています。

　ですから、私どもが考えているのは、１つ１つの機器の点検項目がありませんでしたので、調理場毎に調理前と調理後の調理機器毎の細かい点検項目を作成中でございます。
　その他にございませんか。
　学校給食は大量に作るわけですが、この異物が混入するのは何食のうち１つとかわかりますか。
　８万食に髪の毛１本とか、ボルトの時は大変ですが、虫が１匹とかいうレベルと思います。
　全国的レベルと比べて日田は多いですか。

　全国的な内容を把握しておりませんので、わかりません。
　８万食に１つといえば、家庭から見たら大変少ないですよね。
　最終的には、調理器具の劣化した部分が入ったり、さっきも言いましたけれど、金属タワシのかけらが入ったりすることが起きないようにすることと、目視の力を上げていかないと無理だろうなと、調理場の１つの役目だと思っています。
　もう１つは、学校現場で子どもたちが配食する時に、汗まみれの手とかあってはいけないことですけれど、髪の毛をパラッと落としたとか、手に巻いていたビーズが落ちたとか、そういうことがないように、配食する時には注意をしていただく。

　それから、食べる前に先生がかき混ぜて、異物が混入していないかチェックをすることなどは必要だと思います。

　はい、ありがとうございます。
　給食は１日何食作っているのですか。
　日田市学校給食センターでは、１日約5,600食作っています。

　年間にいたしますと、昨年が約101万７千食作っています。
　先ほど教育長がおっしゃっていましたが、８万食に１回ということであれば、10日に１回起こるということですか。
　だいたい、そのくらいじゃないですかね。
　10日に１回は入っているということですか、１日約６千食作るということは。
　今の数字は日田市学校給食センターのみの数字で、振興局管内の調理場を入れると作っている給食数は増えます。
　昨年度は今言いましたように、日田市学校給食センターの年間調理数が101万７千食、異物混入件数が３年間で58件となっており、その中で、実際に学校で発見された件数が29件、複数学級に混入していたという事例はほとんどありません。
　現場に細かい指導を行うのですか。子どもたちが自分たちで配膳する時に、何か見つけたら先生に言うとか、自分たちで処理するとか、何かマニュアルはありますか。
　今回、学校でも、調理場でも異物を発見した場合は報告するようにお願いをしています。
　発見した件数で、どういうものが多いのか。例えば髪の毛が多いのであれば、調理従事者の服装とか、学校現場での服装とかの指導を強化しなければいけませんし、納入業者については、異物混入が２，３回続いたら納入停止といった措置を取らざるを得ませんので、そのような分析をするためには、各学校からの報告、それと調理場からの報告をしてもらい、その報告がすべて体育保健課に集まるように現在報告連絡体制を整えています。
　異物混入に対する報告を体育保健課にすべて集め、分析し、指導を徹底していこうと考えています。
　学校教育課といたしましても、先月の校長会のおりに、給食センターで業者が納入した時に混入した場合とは別に、学校で混入する場合が想定されますことから、コンテナ室を清潔に保つとか、配食の準備の時に、子どもたちの手洗い・服装の指導を確認したところでございます。
　異物混入があって、見直しを行っているわけですが、衛生面のみではなくて安全面も強化していきたいとおっしゃいましたが、私もこの報告を聞いた時に、部品が体内に入らなくてよかったと思いました。

　また、機械の老朽化で壊れて落ちたりしたら、焼けどの可能性もあったかもしれないということで、機械は壊れるものなので、早めに適切な時期に更新するのがよいと思いますし、きちんと業者に点検してもらうことが大事だと思います。
　もう１つ安全面で思ったのですが、コンテナ室に悪い人が入って混入するということ可能ですので、コンテナ室の安全面を今一度検討してもらいたいと思いました。

　はい、わかりました。

　他にありませんか。
　今後とも、子どもたちが安心して食べられる給食を提供していただきたいと思っております。
　次、お願いします。
　企画展の開催について、博物館お願いします。
　博物館です。

　５ページをご覧ください。

　博物館では７月３日土曜日から８月１日日曜日までの約１ヶ月間、川の文化と海の文化展を開催いたします。

　開催期間中は休館日なしで開催しておりますので、皆さんも１度ご覧になっていただきたいと思います。
　なお、開催期間中の７月24日土曜日午前11時から、ＮＰＯ法人水辺に遊ぶ会理事長の足利さん、大分県埋蔵文化財センター主幹の村上さん、ＮＰＯ法人ひた水環境ネットワークセンター理事の安岡さんの３名の方によります講演会をパトリア日田の小ホールで開催いたします。
　また、７月28日水曜日には中津干潟観察会のバスツアーを実施する予定でございます。
　博物館からは以上でございます。
　はい、ありがとうございます。
　何方か質問はございませんか。

　委員の安岡さんも出られますので、よろしくお願いします。

　はい、次、お願いします。

　寄附採納報告、平成22年５月期分、教育総務課お願いします。
　議案集の５ページをお願いいたします。
　一般寄附といたしまして３件ございまして、物品相当額といたしまして、13万円ほどございました。

　１件目といたしまして、廣瀬淡窓塾の咸宜園教育の系譜１冊と廣瀬淡窓の教育１冊を世界遺産推進室へ寄附をいただきました。

　２件目といたしまして、学校給食センターへ干し椎茸6.5kg、最後に有田小学校へ図書カード５万円分、森林・林業等に関する図書22冊約３万円相当、そして、縦17cm、横33cmの杉板に小枝で「森の文庫」と作った木製プレートをいただきました。
　以上でございます。

　はい、ありがとうございます。
　只今の報告６号、平成22年５月期分寄附採納についての報告がございましたが、ご質問ありませんか。

　３番目の寄附ですが、有田小に指定があったのですか。

　はい、そうでございます。

　社団法人大分県治山林道協会の公益事業の一環として、寄附自体は平成12年から開始をいたしておりまして、日田市では平成14年から１校ずつあり、選考基準といたしましては、各市長町村の寄附の状況を基に、大分県の振興局ごとに推薦枠を決定して、選考委員会が寄附する学校を決定しているとのことです。
　はい、ありがとうございます。
　干し椎茸6.5kgいただいていますが、こういう場合は調理場が多くありますが分けて使いますか。
　学校給食センターにいただきましたので、市内にあります各調理場も使っていただくということで、全部の調理場に分けて使用させていただいております。
　以上です。
　はい、ありがとうございます。
　他にございませんか。
　いつも寄附ありがとうございます。
　大事に使さわさせていただきます。

　それでは、その他に移らさせさせていただきますが、皆さん、何でも感じたことでも構いませんが、ありませんか。
　６ページに世界遺産登録に向けた講演会がありますが、７月２日に開催されるみたいですが、どのような内容ですか。
　先月の教育委員会でこういったことを行いますと報告いたしましたけれども、講師の日高先生はなかなかお忙しい方で、つい最近まで東南アジアへ行かれておりまして、ようやくやっと演題が決まりましたものですから、ご報告させていただくものです。
　夜７時からは一般市民向けで、せっかく筑波大学からお見えになりますので、午後３時からは別に職員向けの講演会をしていただこうと思っております。
　内容は想像ですけれども、４つの資産を連携して取り組んでいますが、それぞれ個別の資産だけでは世界遺産への登録については、はっきり言って難しいと思われます。
　日高先生はＩＣＯＭＯＳという学術会議がございまして、日本記念物遺産委員会というのがあります。それの国際委員会もございますが、最終的に条約に加盟している国から、自分の国からはこれを世界遺産として登録したいということで、ユネスコの世界遺産センターにあげた物件について、実際、文化遺産についてはそのＩＣＯＭＯＳという全体会議で実際現地調査に行くとか、そういった学者さんの集まりで、その会議に属している方でございますので、今回日本でいうと、県を越えて江戸時代の藩校や私塾などが連携をして、少し大きい話なりますけれども、基本は儒教の学問でございますので、中国や朝鮮の文化遺産と連携して取り組むべきではないか。そうすれば、今ユネスコの認定基準が毎回毎回見直しをされているので、可能性としたらあるのではないかということをおっしゃったことが、今回咸宜園が入った４市での取り組みになったのかなあという気がいたします。
　この先生は実は、水戸市の世界遺産の登録の専門委員でもございます。恐らくそういう助言があって、日田市もこういうことになったという気はいたしております。
　講演の内容については、講演が始まるギリギリまで原稿を作っていらっしゃるということなので、どういうふうになるかわかりません。
　以上です。
　はい、ありがとうございます。

　是非、お越しください。
　他にありませんか。
　今晩、７時から人権問題講演会があるようになっていますが、少し詳しく何方かお答え願います。

　直接の担当課ではありませんが、先ほど教育長が報告した件に関連して、緊急ではございますが、村崎太郎さんという猿回しの方ですけれども、昨年日田市で講演いただいた栗原美和子の旦那さんで、村崎太郎さんが部落出身ということで、ちょうどよい機会だということで、緊急ではありますが、本日の午後７時から文化センターの方で「橋はかかる」と題して講演をいたします。これは今年奥さんと共著した「橋はかかる」本の題名と同じでございます。
　今回の対象者は県職・市職・教職員ということで狭い範囲となっていますが、差別をなくしていかなければならないという思いをこの研修で学んでいこうという会になっています。
　主催は市長が会長を務めております、日田市の人権問題啓発研修の会が母体となっております。
　はい、ありがとうございます。
　それから、７月12日に「差別をなくす日田市民集会」が開催されるようになっていますが、その説明をしていただけますか。
　その件につきましては、私どもまだ詳しい内容がわかっておりませんが、日田市民の差別をなくしていこうという意識を高めていく集会であるということで、まだ詳細については検討中ではないかと思っております。
　12日は７時からパトリアの大ホールということで、皆さんご参加をお願いいたします。
　関係部署の方に徹底していただければと思いますが、どこか場所は忘れましたが、中学校の女の子だったと思いますけれども、何かの授業中に倒れて、消防が駆けつけたけど亡くなったというケースがありました。そのときの状況を聞くと、倒れた女の子に対して消防署員がＡＥＤを使用していました。
　学校にＡＥＤを置いているのは、消防署員が来るまで間に合わないから、来るまでにＡＥＤを使用して蘇生を行うために設置しているわけで、消防署員がＡＥＤを使用していたということは、学校関係者が全く使えなかったということになります。
　この場で講習会を開いてくださいとはいいませんが、ＡＥＤの使用方法は決して難しくはありませんので、誰かがいつでも使える状態にしておかないと、宝の持ち腐れになってしまうので、是非、関係者にお伝えください。お願いします。
　学校教育課です。
　平成20年度と21年度の２ヶ年をかけまして、高塚地蔵尊からの寄附で、市内の全小中学校にＡＥＤが配置されました。

　そのことに併せまして、安岡委員さんがおっしゃるように、機械はあるが、使いきらんということであれば、全く意味をなさないので、平成20年は全中学校の教職員を対象に、平成21年は全小学校の教職員を対象に、赤十字と日田消防署の救急救命士の方をお迎えして、心肺蘇生法とＡＥＤの使用方法についての講習会を行ってきたところです。
　私も過去何回か受けたんですが、１回受けただけではすぐ忘れるし、いざその場にいたときに、できるものではございません。
　ただ、１回講習をしたからといって、終わるものではなくて、聞くところによりますと、ＷＨＯでは、確か４年に１回だったと思いますが、心臓マッサージを何回したら、人口呼吸を何回するというやり方が４年に１回見直されるそうです。
　少なくとも４年に１回は講習を受けないと最新の心肺蘇生法は身につかないということで、細々ですが、今年も養護教諭、部活動を指導している体育教諭等を中心に毎年やっていこうと考えております。
　先日、馬原小学校のオープンスクールに行って、皆さん使えるかどうか聞いたんですが、ＰＴＡの総会のときでも消防の方に来てもらって講習をしているそうです。
　どこの学校でもなるべくたくさんの方が使えるように、講習を受けてもらいたいと思います。
　その点ですが、ＡＥＤの機械自体がガイドするので、あまり難しくはないと思いますが、やはり練習といいますか、そういうものをしょっちゅうしておかないと役に立たないと思います。
　小児科医の先生がどのくらい持っているかと思い、九州的な段階で調査しましたが、小児科医の先生の所にも無い所はたくさんあるというレベルですので、しょっちゅう訓練をしておかないといけないと思います。
　子ども未来室に対して、一生懸命にＡＥＤを保育園に導入するようお願いをしましたが、公立の保育園は設置されているのですが、私立の保育園はほとんど設置されていませんので、ちょっと矛盾がある。市が買って設置するということはをしていないので、会議の中でもめたことがあります。
　はい、他にございませんか。
　報告事項の７ページ、８ページにありますが、文化財発掘調査によります、本年度の速報展を７月11日から８月31日まで開催を予定しております。
　内容等につきましては、そこに展示品等のリストを表の方にあげておりますが、主に平成21年度に行いました調査等の成果を展示をいたします。
　場所につきましては、埋蔵文化財センターで行いますので、是非ともご覧になっていただきたいと思います。
　以上でございます。
　はい、ありがとうございます。

　是非、ご覧になってください。

　他にありませんか。
　なければ、本日の会議を終了いたします。
　皆さん、たいへんお疲れ様でした。

午後４時５分終了
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